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愛
着
が
あ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
愛
着
が
あ
る

ど
ち
ら
で
も
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
愛
着
が
な
い

愛
着
が
な
い

無
回
答

『

愛
着
が
あ
る
』

『

愛
着
が
な
い
』

100.0 38.9 38.5 15.7 3.5 2.1 1.2 77.4 5.6

1,764)( 687)( 679)( 277)( 62)( 37)( 22)( 1,366)( 99)( 

男性 829 39.3 36.6 15.2 4.7 2.8 1.4 75.9 7.5

女性 935 38.6 40.2 16.1 2.5 1.5 1.1 78.8 4.0

男性：20歳代 89 27.0 42.7 18.0 4.5 6.7 1.1 69.7 11.2

男性：30歳代 148 37.2 37.8 13.5 6.1 3.4 2.0 75.0 9.5

男性：40歳代 143 39.9 35.7 17.5 2.8 2.1 2.1 75.6 4.9

男性：50歳代 113 41.6 31.9 16.8 7.1 0.9 1.8 73.5 8.0

男性：60歳代 216 39.8 38.0 14.8 4.2 1.9 1.4 77.8 6.1

男性：70歳以上 120 47.5 33.3 11.7 4.2 3.3 - 80.8 7.5

女性：20歳代 93 37.6 38.7 17.2 2.2 3.2 1.1 76.3 5.4

女性：30歳代 133 31.6 44.4 21.8 0.8 0.8 0.8 76.0 1.6

女性：40歳代 174 35.6 42.5 13.2 3.4 2.3 2.9 78.1 5.7

女性：50歳代 177 39.0 39.5 15.3 3.4 2.3 0.6 78.5 5.7

女性：60歳代 223 42.2 35.9 18.4 2.7 0.4 0.4 78.1 3.1

女性：70歳以上 135 43.7 42.2 11.1 1.5 0.7 0.7 85.9 2.2

世帯の中に就学前の子どもがいる 251 39.4 34.7 17.5 4.4 2.4 1.6 74.1 6.8

世帯の中に小学生がいる 240 40.0 42.9 15.4 0.8 0.8 - 82.9 1.6

世帯の中に中学生がいる 136 42.6 39.0 13.2 2.2 0.7 2.2 81.6 2.9

世帯の中に上記以外の18歳未満の

子どもがいる
168 40.5 38.1 16.7 3.6 0.6 0.6 78.6 4.2

世帯の中に65～74歳の方がいる 601 42.9 36.9 14.6 3.2 1.8 0.5 79.8 5.0

世帯の中に75歳以上の方がいる 382 42.4 38.5 13.6 3.7 1.3 0.5 80.9 5.0

以上にあてはまる人はいない 500 35.4 40.2 16.0 3.6 2.8 2.0 75.6 6.4

無回答 10 20.0 30.0 10.0 10.0 10.0 20.0 50.0 20.0

性
別
×
年
齢
別

久留米市への愛着　（％）
　
標
本
数
（

票
）

全  体
（カッコ内は標本数）

性
別

同
居
家
族
別

第１章 行政施策 

１－１ 久留米市への愛着 

77.4％の人が久留米市に愛着を持っている。 

問２ あなたは、久留米市に愛着がありますか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

◆属性別特徴 

【性別・年齢別】男女とも年齢が上がるほど『愛着がある』が高くなる傾向にあり、70 歳以上では８

割を超えている。 

【同居家族別】就学前の子どもがいる世帯と 18 歳未満の子どもや高齢者がいない世帯で『愛着がある』

が他の世帯よりやや低い。 

平成28年

　　　（N=1,764）
77.4 5.6

平成27年

　　　（N=1,736）
77.0 5.0

平成26年

　　　（N=1,711）
77.1 6.1

38.9

40.3

39.7

38.5

36.7

37.4

15.7

17.1

15.6

3.5

2.6

3.2

2.1

2.4

2.9

1.2

1.0

1.2

0% 25% 50% 75% 100%

愛着が

ある

どちらかといえば

愛着がある

どちらでも

ない

どちらかといえば

愛着がない

愛着が

ない

無回答

『愛着が

ある』

『愛着が

ない』
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全 体　Ｎ＝1,764 77.4 5.6

５年未満
ｎ=151

51.7 17.2

５～10年未満

ｎ=118
71.2 7.6

10～20年未満

ｎ=194
70.1 5.2

20～30年未満

ｎ=303
76.2 4.6

30～40年未満

ｎ=318
81.5 4.4

40年以上

ｎ=669
85.2 3.7

38.9

17.9

25.4

26.3

36.3

38.7

51.3

38.5

33.8

45.8

43.8

39.9

42.8

33.9

15.7

29.8

20.3

23.7

17.8

13.5

9.6

3.5

10.6

4.2

3.1

2.0

3.5

2.5

2.1

6.6

3.4

2.1

2.6

0.9

1.2

1.2

1.3

0.8

1.0

1.3

0.6

1.5

0% 25% 50% 75% 100%

愛着が

ある

どちらかといえば

愛着がある

どちらでも

ない

どちらかといえば

愛着がない

愛着が

ない

無回答

居
住
年
数
別

『愛着が

ある』

『愛着が

ない』

東
部
Ａ

東
部
Ｂ

(

田
主
丸

)

北
部
Ａ

北
部
Ｂ

(

北
野

)

中

央
東
部

南
東
部

中
央
部

中

央
南
部

南
西
部

西
部
Ａ

(

城
島

)

西
部
Ｂ

(

三
潴

)

ｎ=128 ｎ=109 ｎ=161 ｎ=118 ｎ=223 ｎ=176 ｎ=236 ｎ=298 ｎ=147 ｎ=70 ｎ=98

77.4 62.4 76.4 74.6 82.1 79.6 78.8 80.2 82.3 64.2 75.5 『愛着がある』

3.9 10.1 7.4 4.2 5.4 5.7 3.8 5.7 2.8 11.4 6.1 『愛着がない』

39.1

21.1

40.4 35.6 40.8 44.9 43.6 37.9
45.6

27.1
35.7

38.3

41.3

36.0
39.0

41.3 34.7 35.2 42.3
36.7

37.1

39.8

18.0

26.6

15.5 20.3 11.7 12.5 15.7 12.4 14.3

22.9

17.3

2.3 6.4 3.7
4.2

2.7 4.0 2.5 4.0 1.4
5.7

4.1

1.6 3.7 3.7 - 2.7 1.7 1.3 1.7 1.4
5.7

2.0
0.8 0.9 0.6 0.8 0.9 2.3 1.7 1.7 0.7 1.4 1.0

0%

25%

50%

75%

100% 無回答

愛着がない

どちらかといえば

愛着がない

どちらでもない

どちらかといえば

愛着がある

愛着がある

■図１－１ 居住年数別にみた久留米市への愛着

◇居住年数 40 年以上では『愛着がある』が 85.2％と高く、５年未満では 51.7％と居住年数による差が大

きい。また、５年未満では「どちらでもない」が 29.8％と高い。 

■図１－２ ブロック別にみた久留米市への愛着

◇中央東部、南東部、中央部、中央南部、南西部で『愛着がある』は８割前後で高いが、東部Ｂ、西部

Ａでは６割台と低く、「どちらでもない」が２割台と他の地区よりやや高い。 
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住
み
や
す
い

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
住
み
や
す
い

ど
ち
ら
で
も
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
住
み
に
く
い

住
み
に
く
い

無
回
答

『

住
み
や
す
い
』

『

住
み
に
く
い
』

100.0 45.7 37.6 9.6 4.1 1.0 2.0 83.3 5.1 

1,764)( 806)( 664)( 169)( 72)( 18)( 35)( 1,470)( 90)( 

男性 829 41.6 38.8 11.7 4.8 0.8 2.2 80.4 5.6 

女性 935 49.3 36.6 7.7 3.4 1.2 1.8 85.9 4.6 

20歳代 182 42.9 39.6 11.0 4.4 1.1 1.1 82.5 5.5 

30歳代 281 44.5 42.3 7.1 4.6 0.7 0.7 86.8 5.3 

40歳代 317 44.2 38.5 10.7 4.4 0.9 1.3 82.7 5.3 

50歳代 290 44.5 37.2 10.3 4.1 0.7 3.1 81.7 4.8 

60歳代 439 45.3 35.1 12.1 3.9 1.4 2.3 80.4 5.3 

70歳以上 255 52.9 34.9 4.7 3.1 1.2 3.1 87.8 4.3 

東部Ａ 128 50.0 36.7 9.4 3.1 - 0.8 86.7 3.1 

東部Ｂ（田主丸） 109 29.4 48.6 13.8 5.5 0.9 1.8 78.0 6.4 

北部Ａ 161 52.2 30.4 9.3 3.7 1.9 2.5 82.6 5.6 

北部Ｂ（北野） 118 33.9 39.8 16.1 3.4 - 6.8 73.7 3.4 

中央東部 223 51.6 36.8 6.3 4.5 0.4 0.4 88.4 4.9 

南東部 176 47.7 34.7 11.4 4.0 0.6 1.7 82.4 4.6 

中央部 236 52.1 36.4 6.8 2.1 1.3 1.3 88.5 3.4 

中央南部 298 43.6 41.6 6.7 3.7 1.7 2.7 85.2 5.4 

南西部 147 53.7 32.0 8.8 4.8 0.7 - 85.7 5.5 

西部Ａ（城島） 70 24.3 32.9 25.7 10.0 2.9 4.3 57.2 12.9 

西部Ｂ（三潴） 98 38.8 45.9 7.1 5.1 1.0 2.0 84.7 6.1 

世帯の中に就学前の子どもがいる 251 47.4 39.4 7.6 4.4 0.8 0.4 86.8 5.2 

世帯の中に小学生がいる 240 51.3 40.4 6.3 0.8 1.3 - 91.7 2.1 

世帯の中に中学生がいる 136 47.1 40.4 6.6 2.2 1.5 2.2 87.5 3.7 

世帯の中に上記以外の18歳未満の

子どもがいる
168 47.0 39.9 8.9 2.4 1.2 0.6 86.9 3.6 

世帯の中に65～74歳の方がいる 601 48.8 35.6 9.8 3.3 1.2 1.3 84.4 4.5 

世帯の中に75歳以上の方がいる 382 45.0 38.2 8.4 4.2 1.3 2.9 83.2 5.5 

以上にあてはまる人はいない 500 43.0 37.6 11.8 4.2 0.6 2.8 80.6 4.8 

無回答 10 10.0 50.0 - 20.0 - 20.0 60.0 20.0 

久留米市の住みやすさ　（％）

全  体
（カッコ内は標本数）

性
別

年
齢
別

ブ
ロ

ッ
ク
別

　
標
本
数
（

票
）

同
居
家
族
別

１－２ 久留米市の住みやすさ 

（１）住みやすさ 

83.3％の人が久留米市は住みやすいと感じている。 

問１ あなたは、久留米市は住みやすいと思いますか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆属性別特徴 

【性別】女性は「住みやすい」が 49.3％で男性より 7.7 ポイント高い。 

【年齢別】年齢が上がるほど「住みやすい」が高くなる傾向にあり、70 歳以上で 52.9％と最も高い。 

【ブロック別】中央部、中央東部で『住みやすい』が９割弱と高く、西部Ａで 57.2％と低い。 

【同居家族別】小学生がいる世帯では「住みやすい」が 51.3％と最も高く、「どちらかといえば住み

やすい」を合わせると９割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成28年

　　　（N=1,764）
83.3 5.1

平成27年

　　　（N=1,736）
82.2 6.4

平成26年

　　　（N=1,711）
82.5 7.2

45.7

46.4

38.4

37.6

35.8

44.1

9.6

10.6

9.6

4.1

5.0

6.0

1.0

1.4

1.2

2.0

0.9

0.7

0% 25% 50% 75% 100%

住みやすい どちらかといえば

住みやすい

どちらでも

ない

どちらかといえば

住みにくい

住みにくい 無回答

『住み

やすい』

『住み

にくい』
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1
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る
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の

中

に

中
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が
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世
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の

中

に

左

記

以

外

の

1

8

歳

未

満

の

子

ど

も

が

い

る

47.4
51.3

47.1 47.0 44.946.2
51.8

41.7 44.3 46.3

0

20

40

60
(%)

平成28年

平成27年

子どもの状況別

20 30 40 50 60 70

歳

代

歳

代

歳

代

歳

代

歳

代

歳

以

上

男

性

女

性

東

部

Ａ

東
部

Ｂ

(

田

主

丸

)

南

西

部

西
部

Ａ

(

城

島

)

西
部

Ｂ

(

三

潴

)

北

部

Ａ

北
部

Ｂ

(

北

野

)

中

央

東

部

南

東

部

中

央

部

中

央

南

部

41.6

49.3
42.9

44.5 44.2 44.5 45.3
52.9 50.0

29.4

52.2

33.9

51.6

47.7

52.1

43.6

53.7

24.3

38.8
42.8

49.4

37.4
43.7 44.0

48.0 48.6
54.7

46.9

32.4

54.0

45.5
50.0 48.9 48.1 49.5

45.3

26.7

39.8

0

20

40

60
(%) 平成28年

平成27年

性別 年齢別 ブロック別

■図１－３ 居住年数別にみた久留米市の住みやすさ 

◇居住年数が長くなるほど「住みやすい」が高くなる傾向にあり、居住年数 40 年以上で 50.1％と最も高

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■図１－４ 「住みやすい」の前回調査比較（性別、年齢別、ブロック別、子どもの状況別） 

◇前回調査と比較すると、性別では変化はみられないが、年齢別では 20 歳代で 5.5 ポイント高くなって

いる。ブロック別では、南西部で 8.4 ポイント高くなり、北部Ｂで 11.6 ポイント低くなっている。子

どもの状況別では、中学生がいる世帯で 5.4 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 体　Ｎ＝1,764 83.3 5.1

５年未満
ｎ=151

77.4 9.9

５～10年未満

ｎ=118
83.9 6.7

10～20年未満

ｎ=194
84.0 4.6

20～30年未満

ｎ=303
80.6 4.0

30～40年未満

ｎ=318
83.6 4.7

40年以上

ｎ=669
85.5 4.5

45.7

34.4

42.4

39.2

46.9

46.5

50.1

37.6

43.0

41.5

44.8

33.7

37.1

35.4

9.6

11.9

8.5

10.8

13.2

10.7

6.9

4.1

8.6

4.2

3.6

3.0

4.1

3.6

1.0

1.3

2.5

1.0

1.0

0.6

0.9

2.0

0.7

0.8

0.5

2.3

0.9

3.1

0% 25% 50% 75% 100%

住みやすい どちらかといえば

住みやすい

どちらでも

ない

どちらかといえば

住みにくい

住みにくい 無回答

『住み

やすい』

居
住
年
数
別

『住み

にくい』
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（２）住みやすい理由 

住みやすいと思う理由は「買い物や飲食など日常生活に便利」が 48.3％で１位。 

70 歳以上では「緑や自然が多い」が５割を超えて１位。 

問１付問１  問１で１または２に回答した人に  あなたが住みやすいと思う主な理由は何ですか。

次の中から３つまで（２つ以内でも構いません）選び、番号に○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆属性別特徴 

【性別】女性は「新鮮な農産物やおいしい食べ物が多い」が男性より 10.2 ポイント高く、男性は「医

療や福祉が充実している」が女性より 7.2 ポイント高い。 

【年齢別】50 歳代以下では「通勤・通学に便利」、50 歳代以上では「緑や自然が多い」、70 歳以上で

は「医療や福祉が充実している」が他の年齢層より高い。年齢が上がるほど「治安がよい」「新鮮な

農産物やおいしい食べ物が多い」が高くなる傾向にある。 

【ブロック別】東部Ａ、東部Ｂは「緑や自然が多い」が７割前後と高い。北部Ａは「買い物や飲食な

ど日常生活に便利」が６割を超えて高く、東部Ｂ、西部Ａは２割前後と低くなっている。 

【同居家族別】就学前・小学生がいる世帯では「子育て環境がよい」、65～74 歳の方がいる世帯では

「医療や福祉が充実している」、75 歳以上の方がいる世帯では「緑や自然が多い」、65 歳以上の方が

いる世帯では「新鮮な農産物やおいしい食べ物が多い」が他の世帯と比べて高い。 

  

買い物や飲食など日常生活に便利

緑や自然が多い

医療や福祉が充実している

通勤・通学に便利

新鮮な農産物やおいしい食べ物が多い

治安がよい

住んでいる人が親切である

子育て環境がよい

地域の祭りやイベントが活発

文化・芸術に身近にふれる機会や場が多い

公園など外で活動する場が多い

教育環境がよい

地域の企業が元気で活気がある

雇用環境が整っている

その他

48.3

43.1

42.7

30.6

26.7

15.7

15.0

8.2

5.9

5.7

5.1

3.1

0.5

0.5

2.9

0 25 50(%)

（ｎ=1,470）

【回答は３つまで】
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住みやすいと思う理由　（％）

緑
や
自
然
が
多
い

通
勤
・
通
学
に
便
利

公
園
な
ど
外
で
活
動
す
る

場
が
多
い

住
ん
で
い
る
人
が
親
切
で

あ
る

治
安
が
よ
い

文
化
・
芸
術
に
身
近
に
ふ

れ
る
機
会
や
場
が
多
い

子
育
て
環
境
が
よ
い

教
育
環
境
が
よ
い

医
療
や
福
祉
が
充
実
し
て

い
る

地
域
の
企
業
が
元
気
で
活

気
が
あ
る

雇
用
環
境
が
整
っ

て
い
る

新
鮮
な
農
産
物
や
お
い
し

い
食
べ
物
が
多
い

地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

が
活
発

買
い
物
や
飲
食
な
ど
日
常

生
活
に
便
利

そ
の
他

無
回
答

100.0 43.1 30.6 5.1 15.0 15.7 5.7 8.2 3.1 42.7 0.5 0.5 26.7 5.9 48.3 2.9 0.3 
1,470)( 633)( 450)( 75)( 221)( 231)( 84)( 121)( 45)( 627)( 8)( 7)( 392)( 87)( 710)( 42)( 5)( 

男性 667 40.8 32.2 5.8 13.0 14.7 5.7 8.2 3.4 46.6 0.4 0.6 21.1 6.7 47.5 2.7 0.6 

女性 803 45.0 29.3 4.5 16.7 16.6 5.7 8.2 2.7 39.4 0.6 0.4 31.3 5.2 48.9 3.0 0.1 

20歳代 150 32.7 44.0 5.3 15.3 8.0 5.3 4.7 0.7 32.0 1.3 0.7 17.3 16.7 53.3 3.3 - 
30歳代 244 32.4 37.3 8.6 13.1 8.6 4.5 18.9 5.7 41.8 0.4 1.6 22.5 9.8 48.4 1.6 0.8 
40歳代 262 36.6 38.5 4.6 14.9 12.6 5.7 13.0 3.4 42.4 0.8 0.8 24.8 5.3 41.2 3.1 0.4 
50歳代 237 48.1 36.7 3.4 14.3 16.5 3.8 5.5 4.2 44.3 0.4 - 27.0 3.0 48.5 3.0 - 
60歳代 353 51.6 21.2 4.5 13.0 21.2 7.9 5.1 2.0 42.8 0.6 - 28.0 3.4 55.2 4.0 0.3 
70歳以上 224 50.4 13.4 4.5 21.0 22.8 5.8 1.3 1.8 49.1 - - 37.1 2.2 42.0 1.8 0.4 
東部Ａ 111 67.6 23.4 0.9 18.0 16.2 4.5 9.0 - 39.6 0.9 - 31.5 4.5 45.0 - - 
東部Ｂ（田主丸） 85 75.3 16.5 1.2 23.5 21.2 2.4 11.8 - 22.4 1.2 1.2 40.0 1.2 17.6 1.2 2.4 
北部Ａ 133 44.4 29.3 6.8 13.5 14.3 4.5 8.3 2.3 45.9 - - 21.8 7.5 62.4 - 0.8 
北部Ｂ（北野） 87 55.2 32.2 2.3 18.4 20.7 3.4 12.6 1.1 39.1 - - 39.1 5.7 33.3 2.3 - 
中央東部 197 40.6 29.9 5.1 11.2 11.7 6.6 7.6 4.6 48.2 0.5 1.0 26.4 7.1 58.4 3.0 - 
南東部 145 51.7 23.4 4.1 9.7 12.4 6.2 5.5 5.5 51.0 - - 27.6 5.5 44.8 4.1 - 
中央部 209 33.0 34.9 8.6 10.5 15.3 8.1 7.2 5.3 46.9 1.0 - 28.7 6.7 45.5 3.8 - 
中央南部 254 28.3 38.2 5.5 14.2 14.6 6.3 7.5 3.1 49.2 - 0.8 20.1 4.7 57.5 3.5 0.4 
南西部 126 31.7 32.5 1.6 18.3 19.8 5.6 7.9 2.4 40.5 - 1.6 24.6 7.9 54.8 1.6 - 
西部Ａ（城島） 40 45.0 15.0 10.0 37.5 20.0 10.0 5.0 - 20.0 5.0 - 30.0 7.5 22.5 12.5 2.5 
西部Ｂ（三潴） 83 39.8 39.8 9.6 18.1 18.1 2.4 12.0 2.4 21.7 1.2 - 16.9 6.0 41.0 3.6 - 
世帯の中に就学前の子どもがいる 218 33.9 33.0 9.6 19.3 11.5 4.1 25.7 3.7 42.7 0.5 0.9 25.2 10.6 45.0 1.8 - 
世帯の中に小学生がいる 220 36.4 34.1 9.1 15.9 10.5 5.9 20.0 6.4 44.1 - 0.5 25.0 10.5 39.1 2.7 - 
世帯の中に中学生がいる 119 36.1 36.1 2.5 15.1 11.8 6.7 11.8 9.2 44.5 0.8 - 26.1 10.1 44.5 4.2 - 
世帯の中に上記以外の18歳未満

の子どもがいる
146 42.5 41.8 2.7 15.8 11.6 5.5 9.6 5.5 39.7 - - 21.9 4.1 45.9 4.1 0.7 

世帯の中に65～74歳の方がいる 507 47.9 21.5 4.9 14.6 18.7 8.1 3.7 2.4 48.1 0.4 0.6 32.1 4.1 46.4 3.4 0.4 
世帯の中に75歳以上の方がいる 318 54.1 21.7 3.1 17.0 17.9 5.3 3.8 2.2 41.8 - 0.3 33.3 4.1 45.3 2.2 0.9 
以上にあてはまる人はいない 403 40.4 38.2 3.7 13.4 16.6 4.0 3.2 2.0 39.2 1.2 0.2 21.8 6.0 55.3 2.7 0.2 
無回答 6 50.0 50.0 - - 16.7 16.7 - - 33.3 - - 50.0 16.7 66.7 - - 

ブ
ロ

ッ
ク
別

　
標
本
数
（

票
）

全  体
（カッコ内は標本数）

性
別

年
齢
別

同
居
家
族
別
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（３）住みにくい理由 

住みにくいと思う理由は「買い物や飲食など日常生活に不便」「治安がよくない」が 31.1％。 

問１付問２  問１で４または５に回答した人に  あなたが住みにくいと思う主な理由は何ですか。

次の中から３つまで（２つ以内でも構いません）選び、番号に○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

買い物や飲食など日常生活に不便

治安がよくない

地域の企業が元気がなく活気がない

通勤・通学に不便

住んでいる人が親切ではない

雇用環境が整っていない

文化・芸術に身近にふれる機会や場が少ない

教育環境がよくない

医療や福祉が不十分である

公園など外で活動する場が少ない

子育て環境がよくない

地域の祭りやイベントが活発ではない

緑や自然が少ない

新鮮な農産物やおいしい食べ物が少ない

その他

31.1

31.1

25.6

24.4

23.3

22.2

11.1

10.0

10.0

6.7

5.6

4.4

2.2

2.2

26.7

0 20 40 (%)

（ｎ=90）

【回答は３つまで】

◆住みにくい理由（その他） 

・道路環境が悪い（道路整備が不十分、道が狭い、古い、車線数が少ない、

歩道が少なく危険、外灯が少ない） 
・交通渋滞 
・車や自転車の運転マナーが悪い 
・税金、水道代等が高い 
・町内会の行事が面倒 
・商業施設が少ない 

・ごみ収集が昼間なのでカラスの被害に悩まされる 
・遊び場がなく、友人に紹介できる観光地がない 
・障がいがある子をケアする療育の場や病院がないに等しい    など 
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住みにくいと思う理由　（％）

緑
や
自

然
が
少
な

い

通
勤
・

通
学
に
不

便

公
園
な

ど
外
で
活

動
す
る

場

が
少
な

い

住
ん
で

い
る
人
が

親
切
で

は

な
い

治
安
が

よ
く
な
い

文
化
・

芸
術
に
身

近
に
ふ

れ

る
機
会

や
場
が
少

な
い

子
育
て

環
境
が
よ

く
な
い

教
育
環

境
が
よ
く

な
い

医
療
や

福
祉
が
不

十
分
で

あ

る 地
域
の

企
業
が
元

気
が
な

く

活
気
が

な
い

雇
用
環

境
が
整
っ

て
い
な

い

新
鮮
な

農
産
物
や

お
い
し

い

食
べ
物

が
少
な
い

地
域
の

祭
り
や
イ

ベ
ン
ト

が

活
発
で

は
な
い

買
い
物

や
飲
食
な

ど
日
常

生

活
に
不

便

そ
の
他

無
回
答

100.0 2.2 24.4 6.7 23.3 31.1 11.1 5.6 10.0 10.0 25.6 22.2 2.2 4.4 31.1 26.7 2.2 

90)( 2)( 22)( 6)( 21)( 28)( 10)( 5)( 9)( 9)( 23)( 20)( 2)( 4)( 28)( 24)( 2)( 

男性 47 2.1 17.0 10.6 23.4 29.8 6.4 6.4 17.0 12.8 23.4 25.5 2.1 2.1 23.4 31.9 2.1 

女性 43 2.3 32.6 2.3 23.3 32.6 16.3 4.7 2.3 7.0 27.9 18.6 2.3 7.0 39.5 20.9 2.3 

20歳代 10 10.0 20.0 10.0 30.0 60.0 10.0 10.0 20.0 - 30.0 10.0 - 10.0 10.0 10.0 - 

30歳代 15 - 26.7 6.7 26.7 46.7 6.7 13.3 20.0 - 20.0 20.0 6.7 6.7 40.0 26.7 - 

40歳代 17 - 29.4 17.6 29.4 41.2 - 11.8 17.6 - 11.8 11.8 5.9 - 35.3 35.3 - 

50歳代 14 - 28.6 - 14.3 21.4 14.3 - - 14.3 28.6 35.7 - 7.1 35.7 21.4 - 

60歳代 23 - 26.1 4.3 21.7 21.7 13.0 - 4.3 17.4 34.8 26.1 - 4.3 30.4 17.4 8.7 

70歳以上 11 9.1 9.1 - 18.2 - 27.3 - - 27.3 27.3 27.3 - - 27.3 54.5 - 

　
標
本

数
（

票
）

全  体

（カッコ内は標本数）

性

別

年
齢

別

◆属性別特徴 

【性別】男性は「雇用環境が整っていない」「教育環境がよくない」などが女性より高く、女性は「通

勤・通学に不便」「買い物や飲食など日常生活に不便」などが男性より高い。 
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い
ま
住
ん
で
い
る
と

こ
ろ
に
こ
の
ま
ま
住

み
続
け
た
い

久
留
米
市
内
の
別
の

と
こ
ろ
に
住
み
た
い

久
留
米
市
外
に
住
み

た
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『

久
留
米
市
に

　
住
み
続
け
た
い
』

い
ま
住
ん
で
い
る
と

こ
ろ
に
こ
の
ま
ま
住

み
続
け
た
い

久
留
米
市
内
の
別
の

と
こ
ろ
に
住
み
た
い

久
留
米
市
外
に
住
み

た
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『

久
留
米
市
に

　
住
み
続
け
た
い
』

100.0 66.0 10.4 4.2 18.3 1.1 76.4 100.0 66.0 10.4 4.2 18.3 1.1 76.4 

1,764)( 1,164)( 184)( 74)( 323)( 19)( 1 ,348)( 1,764)( 1,164)( 184)( 74)( 323)( 19)( 1 ,348)( 

男性 829 67.6 9.0 4.5 18.1 0.8 76.6 

女性 935 64.6 11.7 4.0 18.5 1.3 76.3 

20歳代 182 35.2 18.7 9.3 35.2 1.6 53.9 世帯の中に小学生がいる 240 75.0 7.5 3.3 13.8 0.4 82.5 

30歳代 281 55.2 14.9 3.6 24.9 1.4 70.1 世帯の中に中学生がいる 136 69.1 11.8 3.7 14.7 0.7 80.9 

40歳代 317 61.5 13.9 3.5 20.5 0.6 75.4 

50歳代 290 60.7 10.7 4.8 22.1 1.7 71.4 

60歳代 439 80.4 4.8 3.4 10.3 1.1 85.2 世帯の中に65～74歳の方がいる 601 75.7 6.7 3.3 13.8 0.5 82.4 

70歳以上 255 86.7 4.7 2.7 5.9 - 91.4 世帯の中に75歳以上の方がいる 382 76.4 5.5 3.4 14.4 0.3 81.9 

東部Ａ 128 71.1 11.7 3.1 13.3 0.8 82.8 以上にあてはまる人はいない 500 56.6 15.0 5.4 22.6 0.4 71.6 

東部Ｂ（田主丸） 109 68.8 8.3 4.6 17.4 0.9 77.1 無回答 10 - 10.0 10.0 30.0 50.0 10.0 

北部Ａ 161 59.0 14.3 5.6 20.5 0.6 73.3 持ち家 1,280 74.9 6.8 3.3 14.0 1.0 81.7 

北部Ｂ（北野） 118 67.8 9.3 - 22.9 - 77.1 借家・賃貸等 484 42.4 20.0 6.6 29.8 1.2 62.4 

中央東部 223 66.4 10.8 5.4 17.0 0.4 77.2 ５年未満 151 46.4 10.6 6.6 35.8 0.7 57.0 

南東部 176 72.2 9.7 3.4 14.2 0.6 81.9 ５～10年未満 118 58.5 16.1 5.1 18.6 1.7 74.6 

中央部 236 62.3 9.7 5.5 20.8 1.7 72.0 10～20年未満 194 55.7 12.4 5.7 26.3 - 68.1 

中央南部 298 63.4 12.1 4.4 17.8 2.3 75.5 20～30年未満 303 51.2 13.9 6.6 27.7 0.7 65.1 

南西部 147 63.9 9.5 3.4 21.1 2.0 73.4 30～40年未満 318 67.3 10.4 3.5 18.6 0.3 77.7 

西部Ａ（城島） 70 68.6 7.1 7.1 17.1 - 75.7 40年以上 669 81.9 7.5 2.4 7.8 0.4 89.4 

西部Ｂ（三潴） 98 71.4 7.1 2.0 19.4 - 78.5 無回答 11 - - - 9.1 90.9 - 

居
住
年
数

ブ
ロ

ッ
ク
別

　
標
本
数
（

票
）

定住意向　（％）

全  体
（カッコ内は標本数）

定住意向　（％）

　
標
本
数
（

票
）

全  体
（カッコ内は標本数）

性

別

年
齢
別

251 64.1 13.5 

世帯の中に上記以外の18歳
未満の子どもがいる

同
居
家
族
別

世帯の中に就学前の子どもが
いる

1.6 77.6 

73.2 168 57.7 15.5 4.8 19.6 2.4 

3.6 17.1 

住
居

形
態

１－３ 定住意向 

「久留米市に住み続けたい」が 76.4％、「久留米市外に住みたい」は 4.2％。 

Ｆ８ あなたは、今後も久留米市に住み続けたいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆属性別特徴 

【年齢別】年齢が上がるほど「いま住んでいるところにこのまま住み続けたい」が高くなる傾向にあ

り、70 歳以上では 86.7％に上る。20 歳代では「わからない」が 35.2％と高い。 

【ブロック別】東部Ａ、南東部、西部Ｂで「いま住んでいるところにこのまま住み続けたい」が７割

を超えて高い。 

【同居家族別】小学生がいる世帯と 65 歳以上の方がいる世帯で「いま住んでいるところにこのまま住

み続けたい」が７割半ばで他の世帯より高い。 

【住居形態別】持ち家は「いま住んでいるところにこのまま住み続けたい」が 74.9％で、借家・賃貸

より 32.5 ポイント高い。 

【居住年数別】30 年以上では「いま住んでいるところにこのまま住み続けたい」が６割を超えて高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成28年

　　　　（N=1,764）
76.4 4.2

平成27年

　　　　（N=1,736）
73.0 4.4

平成26年

　　　　（N=1,711）
75.4 3.6

66.0

63.6

64.8

10.4

9.4

10.6

4.2

4.4

3.6

18.3

21.4

20.6

1.1

1.3

0.4

0% 25% 50% 75% 100%

いま住んでいる

ところにこのまま

住み続けたい

久留米市内の

別のところに

住みたい

久留米市外に

住みたい

わからない 無回答

『久留米市に

住み続けたい』

「久留米市外

に住みたい」
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全 体　Ｎ＝1,764 76.4 4.2

住みやすい
ｎ=806

90.0 1.4

どちらかといえば
住みやすい  ｎ=664

69.7 4.1

どちらでもない
ｎ=169

53.8 8.9

どちらかといえば
住みにくい  ｎ=72

50.0 20.8

住みにくい
ｎ=18

38.9 27.8

愛着がある
ｎ=687

92.3 0.9

どちらかといえば
愛着がある  ｎ=679

73.8 3.2

どちらでもない
ｎ=277

56.0 8.7

どちらかといえば
愛着がない  ｎ=62

48.4 12.9

愛着がない
ｎ=37

37.8 35.1

66.0

80.3

58.9

42.6

37.5

27.8

82.1

63.6

45.5

41.9

21.6

10.4

9.7

10.8

11.2

12.5

11.1

10.2

10.2

10.5

6.5

16.2

4.2

1.4

4.1

8.9

20.8

27.8

0.9

3.2

8.7

12.9

35.1

18.3

8.1

24.7

36.7

27.8

27.8

6.0

22.2

33.9

33.9

27.0

1.1

0.6

1.5

0.6

1.4

5.6

0.9

0.7

1.4

4.8

-

0% 25% 50% 75% 100%

いま住んでいる

ところにこのまま

住み続けたい

久留米市内の

別のところに

住みたい

久留米市外に

住みたい

わからない 無回答

『久留米市に

住み続けたい』

「久留米市外

に住みたい」

久
留
米
市
へ
の

愛
着
の
有
無
別

住
み
や
す
さ
別

■図１－５ 久留米市への愛着の有無別、住みやすさ別にみた定住意向 

【住みやすさ別】 住みやすいと感じている人の９割が『久留米市に住み続けたい』と答えており、住み

やすいと感じている人ほど定住意向は高い。 

【久留米市への愛着の有無別】 愛着がある人の 92.3％が『久留米市に住み続けたい』と答えており、久

留米市への愛着度が高いほど定住意向も高い。 
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そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
そ
う
思
わ

な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

　
『

思

う
』

『

思

わ

な

い
』

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
そ
う
思
わ

な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

　
『

思

う
』

『

思

わ

な

い
』

100.0 33.3 52.6 8.7 3.2 2.3 85.9 11.9 12.9 49.7 24.9 10.2 2.3 62.6 35.1 

1,764)( 587)( 927)( 154)( 56)( 40)( 1 ,514)( 210)( 227)( 876)( 440)( 180)( 41)( 1 ,103)( 620)( 

男性 829 31.5 53.1 9.4 3.9 2.2 84.6 13.3 13.1 50.2 24.0 10.5 2.2 63.3 34.5 

女性 935 34.9 52.1 8.1 2.6 2.4 87.0 10.7 12.6 49.2 25.8 9.9 2.5 61.8 35.7 

20歳代 182 28.0 55.5 11.0 4.4 1.1 83.5 15.4 18.7 57.1 15.4 7.7 1.1 75.8 23.1 

30歳代 281 27.0 58.0 10.7 3.9 0.4 85.0 14.6 11.4 54.4 23.8 10.0 0.4 65.8 33.8 

40歳代 317 30.3 53.3 11.4 2.8 2.2 83.6 14.2 9.8 49.2 27.1 12.3 1.6 59.0 39.4 

50歳代 290 34.8 53.1 7.2 3.4 1.4 87.9 10.6 10.0 51.4 26.9 10.0 1.7 61.4 36.9 

60歳代 439 35.8 51.5 7.3 2.1 3.4 87.3 9.4 13.2 46.2 27.3 9.8 3.4 59.4 37.1 

70歳以上 255 41.6 44.7 5.9 3.5 4.3 86.3 9.4 16.9 43.5 23.9 10.6 5.1 60.4 34.5 

東部Ａ 128 37.5 50.0 7.0 4.7 0.8 87.5 11.7 12.5 49.2 26.6 10.9 0.8 61.7 37.5 

東部Ｂ（田主丸） 109 47.7 46.8 3.7 0.9 0.9 94.5 4.6 6.4 41.3 36.7 14.7 0.9 47.7 51.4 

北部Ａ 161 35.4 50.9 7.5 4.3 1.9 86.3 11.8 13.0 54.7 23.0 5.6 3.7 67.7 28.6 

北部Ｂ（北野） 118 37.3 49.2 11.0 1.7 0.8 86.5 12.7 11.0 57.6 23.7 6.8 0.8 68.6 30.5 

中央東部 223 31.8 53.8 9.0 2.2 3.1 85.6 11.2 10.8 52.0 22.9 10.3 4.0 62.8 33.2 

南東部 176 38.1 46.6 11.4 2.3 1.7 84.7 13.7 14.8 48.3 21.6 13.6 1.7 63.1 35.2 

中央部 236 34.7 54.7 3.0 4.7 3.0 89.4 7.7 20.8 50.0 19.9 7.2 2.1 70.8 27.1 

中央南部 298 26.2 55.7 12.4 3.4 2.3 81.9 15.8 12.8 48.0 26.5 10.4 2.3 60.8 36.9 

南西部 147 29.9 53.7 10.2 2.7 3.4 83.6 12.9 10.2 47.6 25.9 13.6 2.7 57.8 39.5 

西部Ａ（城島） 70 27.1 55.7 7.1 4.3 5.7 82.8 11.4 11.4 45.7 27.1 11.4 4.3 57.1 38.5 

西部Ｂ（三潴） 98 25.5 58.2 12.2 3.1 1.0 83.7 15.3 10.2 49.0 29.6 10.2 1.0 59.2 39.8 

世帯の中に就学前の子どもがいる 251 28.7 55.4 12.4 3.2 0.4 84.1 15.6 13.9 49.0 25.1 11.2 0.8 62.9 36.3 

世帯の中に小学生がいる 240 34.2 55.4 8.8 1.7 - 89.6 10.5 14.2 52.9 23.8 8.8 0.4 67.1 32.6 

世帯の中に中学生がいる 136 37.5 44.1 14.7 1.5 2.2 81.6 16.2 11.8 56.6 22.8 7.4 1.5 68.4 30.2 
世帯の中に上記以外の18歳未満

の子どもがいる
168 29.8 58.3 10.7 0.6 0.6 88.1 11.3 8.3 58.3 23.2 9.5 0.6 66.6 32.7 

世帯の中に65～74歳の方がいる 601 35.9 50.9 7.3 3.0 2.8 86.8 10.3 13.3 47.4 24.6 11.8 2.8 60.7 36.4 

世帯の中に75歳以上の方がいる 382 38.0 50.0 7.3 2.1 2.6 88.0 9.4 12.3 48.4 27.2 9.7 2.4 60.7 36.9 

以上にあてはまる人はいない 500 31.0 53.6 9.6 3.8 2.0 84.6 13.4 13.6 51.0 23.8 9.2 2.4 64.6 33.0 

無回答 10 20.0 40.0 10.0 10.0 20.0 60.0 20.0 20.0 20.0 30.0 10.0 20.0 40.0 40.0 

（イ）外で活動しやすい　（％）

ブ
ロ

ッ
ク
別

　
標
本
数
（

票
）

（ア）季節感にあふれている　（％）

全  体
（カッコ内は標本数）

性

別

年
齢
別

同
居
家
族
別

１－４ 久留米市の状況 

久留米市は「季節感にあふれている」が 85.9％、「子育てしやすい」が 78.1％で高い評価。 

問３ 久留米市の状況として、次の（ア）～（オ）の事柄について、あなたはどう思いますか。 

（あてはまる番号にそれぞれ１つずつ○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆属性別特徴 

【性別】女性は、（エ）心豊かに生活できるで『思う』が男性より高い。 

【年齢別】年齢が上がるほど（ウ）安全で安心して暮らせるで『思う』が高くなる傾向にあり、70 歳

以上では８割に達している。 

【ブロック別】東部Ｂは、（ア）季節感にあふれているで『思う』が９割を超えて高い。北部Ｂ、西部

Ａでは（ウ）安全で安心して暮らせる、東部Ａ、北部Ａ、中央南部、西部Ｂでは（オ）子育てしや

すいと『思う』が８割を超えて高くなっている。 

【同居家族別】小学生がいる世帯、中学生がいる世帯と 65 歳以上の方がいる世帯では（ウ）安全で安

心して暮らせる、小学生がいる世帯で（エ）心豊かに生活できる、18 歳未満の子どもがいる世帯で

は（オ）子育てしやすいでそれぞれ『思う』が他の世帯より高い。 

 

 

 

 

 

 

  

『思う』

（ア）季節感にあふれている 85.9 11.9

（イ）外で活動しやすい 62.6 35.1

（ウ）安全で安心して暮らせる 73.0 24.6

（エ）心豊かに生活できる 68.0 29.0

（オ）子育てしやすい 78.1 17.0

『思わない』
（N=1,764）

33.3

12.9

16.5

11.4

18.6

52.6

49.7

56.5

56.6

59.5

8.7

24.9

19.4

23.4

13.4

3.2

10.2

5.2

5.6

3.6

2.3

2.3

2.4

2.9

4.9

0% 25% 50% 75% 100%

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない 無回答
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－20－ 

そ
う

思
う

ど
ち

ら
か
と

い

え
ば

そ
う
思

う

ど
ち

ら
か
と

い

え
ば

そ
う
思

わ

な
い

そ
う

思
わ
な

い

無
回

答

　
『

思

う
』

『

思

わ

な

い
』

そ
う

思
う

ど
ち

ら
か
と

い

え
ば

そ
う
思

う

ど
ち

ら
か
と

い

え
ば

そ
う
思

わ

な
い

そ
う

思
わ
な

い

無
回

答

　
『

思

う
』

『

思

わ

な

い
』

100.0 16.5 56.5 19.4 5.2 2.4 73.0 24.6 11.4 56.6 23.4 5.6 2.9 68.0 29.0 

1,764)( 291)( 997)( 342)( 92)( 42)( 1 ,288)( 434)( 201)( 999)( 413)( 99)( 52)( 1 ,200)( 512)( 

男性 829 13.9 58.5 20.0 5.4 2.2 72.4 25.4 9.8 55.6 25.8 6.0 2.8 65.4 31.8 

女性 935 18.8 54.8 18.8 5.0 2.6 73.6 23.8 12.8 57.5 21.3 5.2 3.1 70.3 26.5 

20歳代 182 13.2 52.2 28.0 5.5 1.1 65.4 33.5 14.8 53.3 23.6 7.1 1.1 68.1 30.7 

30歳代 281 8.2 56.2 26.7 8.2 0.7 64.4 34.9 8.2 63.3 22.1 5.7 0.7 71.5 27.8 

40歳代 317 10.4 56.8 24.0 6.9 1.9 67.2 30.9 9.1 60.6 23.7 5.0 1.6 69.7 28.7 

50歳代 290 15.9 59.7 19.0 3.8 1.7 75.6 22.8 10.0 57.6 24.5 5.2 2.8 67.6 29.7 

60歳代 439 22.3 57.4 12.5 3.9 3.9 79.7 16.4 12.5 51.7 26.4 5.2 4.1 64.2 31.6 

70歳以上 255 26.3 54.5 11.8 3.5 3.9 80.8 15.3 14.9 54.1 18.0 6.3 6.7 69.0 24.3 

東部Ａ 128 18.0 57.8 17.2 5.5 1.6 75.8 22.7 8.6 60.9 22.7 7.0 0.8 69.5 29.7 

東部Ｂ（田主丸） 109 22.0 57.8 19.3 0.9 - 79.8 20.2 11.0 47.7 34.9 4.6 1.8 58.7 39.5 

北部Ａ 161 14.3 55.3 20.5 8.1 1.9 69.6 28.6 16.1 59.0 18.0 3.7 3.1 75.1 21.7 

北部Ｂ（北野） 118 16.1 66.9 11.9 3.4 1.7 83.0 15.3 8.5 66.9 19.5 4.2 0.8 75.4 23.7 

中央東部 223 13.0 55.6 22.4 5.4 3.6 68.6 27.8 9.9 57.0 22.9 5.4 4.9 66.9 28.3 

南東部 176 21.0 47.7 23.9 5.1 2.3 68.7 29.0 13.1 51.1 25.0 6.8 4.0 64.2 31.8 

中央部 236 16.9 54.7 21.2 5.5 1.7 71.6 26.7 11.0 61.4 20.8 3.8 3.0 72.4 24.6 

中央南部 298 12.1 57.0 22.1 5.4 3.4 69.1 27.5 13.1 50.3 25.8 7.4 3.4 63.4 33.2 

南西部 147 19.0 56.5 15.0 7.5 2.0 75.5 22.5 11.6 55.8 21.8 8.2 2.7 67.4 30.0 

西部Ａ（城島） 70 21.4 58.6 11.4 4.3 4.3 80.0 15.7 10.0 55.7 25.7 4.3 4.3 65.7 30.0 

西部Ｂ（三潴） 98 17.3 62.2 14.3 3.1 3.1 79.5 17.4 8.2 63.3 23.5 4.1 1.0 71.5 27.6 

世帯の中に就学前の子どもがいる 251 13.1 56.6 22.3 6.8 1.2 69.7 29.1 10.8 59.0 23.9 5.6 0.8 69.8 29.5 

世帯の中に小学生がいる 240 14.6 57.9 21.7 5.0 0.8 72.5 26.7 11.7 66.3 15.8 5.8 0.4 78.0 21.6 

世帯の中に中学生がいる 136 16.9 58.8 16.9 5.9 1.5 75.7 22.8 14.7 58.8 17.6 6.6 2.2 73.5 24.2 

世帯の中に上記以外の18歳未満

の子どもがいる
168 11.3 56.5 26.2 5.4 0.6 67.8 31.6 11.9 63.7 20.2 3.0 1.2 75.6 23.2 

世帯の中に65～74歳の方がいる 601 20.8 55.2 16.6 4.7 2.7 76.0 21.3 12.1 55.6 22.0 6.8 3.5 67.7 28.8 

世帯の中に75歳以上の方がいる 382 19.9 57.9 14.9 4.7 2.6 77.8 19.6 12.3 54.7 24.1 5.5 3.4 67.0 29.6 

以上にあてはまる人はいない 500 15.4 54.8 21.8 5.2 2.8 70.2 27.0 10.6 55.0 26.6 4.8 3.0 65.6 31.4 

無回答 10 - 50.0 10.0 20.0 20.0 50.0 30.0 - 40.0 20.0 20.0 20.0 40.0 40.0 

そ
う

思
う

ど
ち

ら
か
と

い

え
ば

そ
う
思

う

ど
ち

ら
か
と

い

え
ば

そ
う
思

わ

な
い

そ
う

思
わ
な

い

無
回

答

　
『

思

う
』

『

思

わ

な

い
』

100.0 18.6 59.5 13.4 3.6 4.9 78.1 17.0 

1,764)( 328)( 1,050)( 236)( 64)( 86)( 1 ,378)( 300)( 

男性 829 17.1 60.4 13.9 3.7 4.8 77.5 17.6 

女性 935 19.9 58.7 12.9 3.5 4.9 78.6 16.4 

20歳代 182 13.7 62.6 14.3 6.6 2.7 76.3 20.9 

30歳代 281 19.9 59.1 14.2 4.3 2.5 79.0 18.5 

40歳代 317 15.5 62.8 13.6 5.0 3.2 78.3 18.6 

50歳代 290 16.2 64.8 13.1 2.4 3.4 81.0 15.5 

60歳代 439 20.3 56.7 13.7 2.5 6.8 77.0 16.2 

70歳以上 255 24.3 52.5 11.4 2.4 9.4 76.8 13.8 

東部Ａ 128 17.2 63.3 14.8 1.6 3.1 80.5 16.4 

東部Ｂ（田主丸） 109 11.9 61.5 22.9 2.8 0.9 73.4 25.7 

北部Ａ 161 19.9 61.5 11.8 3.7 3.1 81.4 15.5 

北部Ｂ（北野） 118 16.9 62.7 12.7 2.5 5.1 79.6 15.2 

中央東部 223 20.6 57.8 9.9 3.1 8.5 78.4 13.0 

南東部 176 18.2 56.8 17.0 3.4 4.5 75.0 20.4 

中央部 236 19.9 55.5 14.8 3.0 6.8 75.4 17.8 

中央南部 298 21.1 61.1 9.7 4.0 4.0 82.2 13.7 

南西部 147 17.7 59.2 12.2 6.1 4.8 76.9 18.3 

西部Ａ（城島） 70 15.7 47.1 21.4 8.6 7.1 62.8 30.0 

西部Ｂ（三潴） 98 16.3 68.4 9.2 3.1 3.1 84.7 12.3 

世帯の中に就学前の子どもがいる 251 27.1 58.6 10.8 3.2 0.4 85.7 14.0 

世帯の中に小学生がいる 240 26.3 57.5 11.3 4.2 0.8 83.8 15.5 

世帯の中に中学生がいる 136 16.9 61.8 14.0 4.4 2.9 78.7 18.4 

世帯の中に上記以外の18歳未満

の子どもがいる
168 22.6 60.1 11.9 4.8 0.6 82.7 16.7 

世帯の中に65～74歳の方がいる 601 19.0 58.7 13.1 3.2 6.0 77.7 16.3 

世帯の中に75歳以上の方がいる 382 17.3 59.2 14.1 2.4 7.1 76.5 16.5 

以上にあてはまる人はいない 500 15.2 60.6 16.0 3.8 4.4 75.8 19.8 

無回答 10 - 40.0 20.0 10.0 30.0 40.0 30.0 

性

別

年

齢
別

ブ

ロ

ッ
ク
別

同

居
家

族
別

（オ）子育てしやすい　（％）

全  体

（カッコ内は標本数）

同

居
家

族
別

（カッコ内は標本数）
性

別

ブ
ロ

ッ
ク
別

年

齢
別

全  体

（ウ）安全で安心して暮らせる　（％） （エ）心豊かに生活できる　（％）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 Ⅱ－１ 行政施策 

－21－ 

少
し
不

便
を
感
じ
る
こ

と
が
あ
っ

て
も
積
極
的

に
取
り

組
ん
で
い
る

生
活
に

不
便
の
な
い
範

囲
で
取

り
組
ん
で
い
る

必
要
性

は
感
じ
る
が
、

取
り
組

ん
で
い
な
い

取
り
組

む
必
要
性
を
感

じ
て
い

な
い

無
回
答

『

取

り

組

ん

で

い

る
』

『

取

り

組

ん

で

い

な

い
』

少
し
不

便
を
感
じ
る
こ

と
が
あ
っ

て
も
積
極
的

に
取
り

組
ん
で
い
る

生
活
に

不
便
の
な
い
範

囲
で
取

り
組
ん
で
い
る

必
要
性

は
感
じ
る
が
、

取
り
組

ん
で
い
な
い

取
り
組

む
必
要
性
を
感

じ
て
い

な
い

無
回
答

『

取

り

組

ん

で

い

る
』

『

取

り

組

ん

で

い

な

い
』

100.0 11.5 67.5 17.7 2.3 1.1 79.0 20.0 100.0 11.5 67.5 17.7 2.3 1.1 79.0 20.0 

1,764)( 203)( 1,190)( 312)( 40)( 19)( 1 ,393)( 352)( 1,764)( 203)( 1,190)( 312)( 40)( 19)( 1 ,393)( 352)( 

男性 829 10.7 64.7 20.5 3.0 1.1 75.4 23.5 東部Ａ 128 8.6 69.5 18.0 3.1 0.8 78.1 21.1 

女性 935 12.2 69.9 15.2 1.6 1.1 82.1 16.8 東部Ｂ（田主丸） 109 10.1 76.1 12.8 0.9 - 86.2 13.7 

男性：20歳代 89 5.6 58.4 28.1 6.7 1.1 64.0 34.8 北部Ａ 161 10.6 68.3 16.8 3.7 0.6 78.9 20.5 

男性：30歳代 148 5.4 66.2 22.3 5.4 0.7 71.6 27.7 北部Ｂ（北野） 118 10.2 71.2 15.3 2.5 0.8 81.4 17.8 

男性：40歳代 143 11.9 65.7 20.3 2.1 - 77.6 22.4 中央東部 223 10.8 69.5 16.6 2.2 0.9 80.3 18.8 

男性：50歳代 113 11.5 62.8 21.2 2.7 1.8 74.3 23.9 南東部 176 14.2 64.2 16.5 3.4 1.7 78.4 19.9 

男性：60歳代 216 11.1 66.7 18.5 1.4 2.3 77.8 19.9 中央部 236 12.7 64.8 19.5 2.1 0.8 77.5 21.6 

男性：70歳以上 120 18.3 64.2 15.8 1.7 - 82.5 17.5 中央南部 298 12.8 66.4 18.1 1.0 1.7 79.2 19.1 

女性：20歳代 93 7.5 58.1 29.0 3.2 2.2 65.6 32.2 南西部 147 11.6 61.9 21.8 3.4 1.4 73.5 25.2 

女性：30歳代 133 7.5 75.2 15.8 0.8 0.8 82.7 16.6 西部Ａ（城島） 70 12.9 58.6 25.7 1.4 1.4 71.5 27.1 

女性：40歳代 174 12.6 74.1 10.9 - 2.3 86.7 10.9 西部Ｂ（三潴） 98 9.2 74.5 14.3 1.0 1.0 83.7 15.3 

女性：50歳代 177 9.0 78.5 10.7 1.1 0.6 87.5 11.8 

女性：60歳代 223 15.2 69.1 14.8 0.9 - 84.3 15.7 

女性：70歳以上 135 18.5 57.8 17.0 5.2 1.5 76.3 22.2 

ブ
ロ

ッ
ク
別

　
標
本
数
（

票
）

環境に配慮した取り組みの状況　（％）

全  体

（カッコ内は標本数）

性
別
×
年
齢
別

　
標
本
数
（

票
）

環境に配慮した取り組みの状況　（％）

全  体

（カッコ内は標本数）

性
別

１－５ 環境に配慮した取り組み 

79.0％の人がふだんの生活の中で環境に配慮した取り組みをしている。 

問４ あなたは、普段の生活の中で、環境に配慮した取り組みをしていますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆属性別特徴 

【性別】女性は『取り組んでいる』が 82.1％で、男性より 6.7 ポイント高い。 

【性別・年齢別】男性は年齢が上がるほど『取り組んでいる』が高くなる傾向にあるが、女性は 40・

50 歳代で『取り組んでいる』が９割弱と最も高い。20 歳代は男女ともに６割台で、「必要性は感じ

るが、取り組んでいない」が約３割と他の年齢層と比べて高い。 

【ブロック別】東部Ｂ、北部Ｂ、中央東部、西部Ｂで『取り組んでいる』は８割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

少し不便を感じ

ることがあっても

積極的に取り

組んでいる

11.5%

生活に不便の

ない範囲で

取り組んでいる

67.5%

必要性は感じる

が、取り組んで

いない

17.7%

取り組む必要性

を感じていない
2.3%

無回答

1.1%

（N=1,764）

『取り組んでいる』 

79.0％ 

『取り組んでいない』 

20.0％ 
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－22－ 

そう思う

18.9%

どちらかと

いえば

そう思う

40.2%

どちらかと

いえばそう

思わない

30.1%

そう思わない

9.1%

無回答

1.6%

（N=1,764）

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
そ
う

思
う

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
そ
う

思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な

い 無
回
答

『

思

う
』

『

思

わ

な

い
』

100.0 18.9 40.2 30.1 9.1 1.6 59.1 39.2 

1,764)( 334)( 709)( 531)( 161)( 29)( 1,043)( 692)( 

男性 829 19.2 38.1 31.4 9.4 1.9 57.3 40.8 

女性 935 18.7 42.0 29.0 8.9 1.4 60.7 37.9 

20歳代 182 30.8 38.5 22.5 7.1 1.1 69.3 29.6 

30歳代 281 16.0 47.3 28.1 7.8 0.7 63.3 35.9 

40歳代 317 18.3 45.4 25.9 9.1 1.3 63.7 35.0 

50歳代 290 16.2 39.7 35.9 6.6 1.7 55.9 42.5 

60歳代 439 17.3 37.4 33.7 9.3 2.3 54.7 43.0 

70歳以上 255 20.4 32.5 30.2 14.5 2.4 52.9 44.7 

東部Ａ 128 16.4 43.0 25.8 13.3 1.6 59.4 39.1 

東部Ｂ（田主丸） 109 14.7 38.5 27.5 13.8 5.5 53.2 41.3 

北部Ａ 161 23.6 39.1 30.4 5.6 1.2 62.7 36.0 

北部Ｂ（北野） 118 16.9 44.1 28.8 6.8 3.4 61.0 35.6 

中央東部 223 17.5 43.5 28.7 9.0 1.3 61.0 37.7 

南東部 176 15.3 44.9 27.8 11.4 0.6 60.2 39.2 

中央部 236 19.5 35.6 32.6 11.0 1.3 55.1 43.6 

中央南部 298 18.5 39.6 31.2 9.1 1.7 58.1 40.3 

南西部 147 23.1 38.8 28.6 8.2 1.4 61.9 36.8 

西部Ａ（城島） 70 24.3 30.0 42.9 2.9 - 54.3 45.8 

西部Ｂ（三潴） 98 21.4 41.8 30.6 5.1 1.0 63.2 35.7 

ブ
ロ

ッ
ク
別

　
標
本
数
（

票
）

人権に対する感覚を高めたいと思うか　（％）

全  体

（カッコ内は標本数）

性
別

年
齢
別

１－６ 人権問題 

（１）人権問題の解決に向けて 

自分自身の人権に対する感覚を高めたいと思う人は約６割。 

問５ 近年、久留米市において差別事件や人権侵害事案が発生しています。あなたは、こうした同

和問題をはじめとする人権問題の解決に向けて、自分自身の人権に対する感覚を高めたいと思

いますか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆属性別特徴 

【性別】女性の『思う』が男性よりやや高い。 

【年齢別】どの年齢層でも『思う』が『思わない』を上回っているが、年齢が上がるほど『思う』が

低くなる傾向にある。 

【ブロック別】西部Ｂで『思う』が 63.2％と最も高く、東部Ｂで 53.2％と最も低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

『思う』 

59.1％ 

『思わない』 

39.2％ 
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（２）人権に対する感覚を高めるためにしたいこと 

人権に対する感覚を高めるためにしたいことでは「家族や友人など身近な人と話す」が 42.5％。 

問５付問  問５で １または２ に回答した人に  あなたは、人権に対する感覚を高めるために、 

どのようなことをしたいと思いますか。（あてはまる番号にいくつでも○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆属性別特徴 

【性別】女性は「ＰＴＡや学校の講座や研修に参加する」が男性より 6.9 ポイント高く、男性は「書

籍などで自主学習をする」が女性より 5 ポイント高くなっている。 

【年齢別】20 歳代は「書籍などで自主学習をする」、20～50 歳代は「職場の講座や研修に参加する」、

60 歳代以上は「地域で開催する講演会、学習会に参加する」が他の年齢層より高い。 

【ブロック別】東部Ｂを除く全ての地域で「家族や友人など身近な人と人権問題について話をする」

が最も高い。東部Ｂは「地域で開催する講演会、学習会に参加する」が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

市
な
ど
が
主
催
す
る

同
和
問
題
、

人
権
問

題
の
講
演
会
、

学
習

会
に
参
加
す
る

地
域
で
開
催
す
る
講

演
会
、

学
習
会
に
参

加
す
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
の
講

座
や
研
修
に
参
加
す

る 職
場
の
講
座
や
研
修

に
参
加
す
る

書
籍
な
ど
で
自
主
学

習
を
す
る

家
族
や
友
人
な
ど
身

近
な
人
と
人
権
問
題

に
つ
い
て
話
を
す
る

そ
の
他

無
回
答

100.0 20.6 19.3 12.8 19.6 24.4 42.5 4.3 2.1 
1,043)( 215)( 201)( 134)( 204)( 255)( 443)( 45)( 22)( 

男性 475 20.8 19.6 9.1 20.6 27.2 41.3 4.6 1.5 

女性 568 20.4 19.0 16.0 18.7 22.2 43.5 4.0 2.6 

20歳代 126 13.5 10.3 10.3 26.2 31.7 49.2 2.4 2.4 
30歳代 178 16.3 14.0 21.3 25.3 23.6 43.3 3.4 0.6 
40歳代 202 23.3 15.3 24.3 24.3 19.8 39.6 3.0 0.5 
50歳代 162 25.3 12.3 13.0 28.4 24.7 45.7 4.9 1.2 
60歳代 240 22.1 28.8 3.8 11.3 26.3 38.3 4.6 4.2 
70歳以上 135 20.7 31.9 3.0 3.0 22.2 43.0 8.1 3.7 
東部Ａ 76 23.7 27.6 19.7 19.7 21.1 44.7 3.9 5.3 
東部Ｂ（田主丸） 58 15.5 37.9 15.5 22.4 19.0 31.0 8.6 - 
北部Ａ 101 28.7 14.9 12.9 23.8 24.8 42.6 4.0 - 
北部Ｂ（北野） 72 29.2 22.2 9.7 18.1 16.7 36.1 5.6 5.6 
中央東部 136 16.9 19.9 13.2 14.0 23.5 41.9 5.9 0.7 
南東部 106 18.9 14.2 14.2 19.8 29.2 38.7 5.7 4.7 
中央部 130 13.8 15.4 7.7 16.9 33.1 51.5 3.8 1.5 
中央南部 173 19.7 15.0 12.1 23.7 20.8 46.2 4.0 1.7 
南西部 91 23.1 16.5 13.2 17.6 28.6 38.5 2.2 2.2 
西部Ａ（城島） 38 26.3 36.8 18.4 18.4 13.2 47.4 2.6 - 
西部Ｂ（三潴） 62 19.4 16.1 11.3 21.0 29.0 38.7 - 1.6 

ブ
ロ

ッ
ク
別

人権に対する感覚を高めるためにしたいこと　（％）

　
標
本
数
（

票
）

全  体
（カッコ内は標本数）

性
別

年
齢
別

家族や友人など身近な人と人権問題について話をする

書籍などで自主学習をする

市などが主催する同和問題、人権問題の講演会、学習会に参加する

職場の講座や研修に参加する

地域で開催する講演会、学習会に参加する

ＰＴＡや学校の講座や研修に参加する

その他

42.5

24.4

20.6

19.6

19.3

12.8

4.3

0 25 50(%)

（ｎ=1,043）
【複数回答】
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１－７ 生涯学習活動、文化芸術活動、運動・スポーツ活動の状況 

「生涯学習活動」を行っている人は 32.0％、「文化芸術活動」は 30.8％、「運動やスポーツ活動」

は 51.8％。 

「文化芸術活動」では女性が男性より高く、「運動やスポーツ活動」では男性が女性より高い。 

問６ （Ａ）あなたは、普段の生活の中で、生涯学習活動を行っていますか。 

（Ｂ）あなたは、文化芸術活動（美術、音楽、演劇、舞踊、伝統芸能などを自分自身で 

   行う、あるいは鑑賞する）を行っていますか。 

（Ｃ）あなたは、運動（軽く体を動かすものを含む）やスポーツ活動（自分自身で行う、 

   あるいは観賞、観戦する）を行っていますか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆属性別特徴 

【性別】文化芸術活動では、女性は「行っている」が 37.5％で男性より 14.2 ポイント高い。 

【性別・年齢別】いずれの活動も男女とも 70 歳以上で「行っている」が他の年齢層と比べて最も高い。

60 歳代以下でみると、文化芸術活動では 50 歳代女性で「行っている」が 42.4％で他の年齢層より

高い。運動やスポーツ活動では、全ての年齢層で男性は「行っている」が女性より高くなっている。 

【ブロック別】生涯学習活動では、中央部で「行っている」が 40.3％と高い。文化芸術活動では、中

央東部、南東部、中央部、中央南部で「行っている」が比較的高い。運動やスポーツ活動では、中

央部、西部Ａで「行っている」がやや高くなっている。 

 

 

 

 

  

（Ａ）生涯学習活動

（Ｂ）文化芸術活動

（Ｃ）運動やスポーツ活動

32.0

30.8

51.8

63.9

67.9

47.2

4.1

1.3

1.0

0% 25% 50% 75% 100%

行っている 行っていない 無回答

（N=1,764）
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（％）

行
っ

て
い
る

行
っ

て
い
な
い

無
回
答

行
っ

て
い
る

行
っ

て
い
な
い

無
回
答

行
っ

て
い
る

行
っ

て
い
な
い

無
回
答

100.0 32.0 63.9 4.1 30.8 67.9 1.3 51.8 47.2 1.0 

1,764)( 564)( 1,127)( 73)( 544)( 1,197)( 23)( 913)( 833)( 18)( 

男性 829 31.0 65.3 3.7 23.3 75.4 1.3 53.7 45.2 1.1 

女性 935 32.8 62.7 4.5 37.5 61.2 1.3 50.1 49.0 1.0 

男性：20歳代 89 30.3 69.7 - 27.0 73.0 - 53.9 46.1 - 

男性：30歳代 148 23.6 73.0 3.4 19.6 78.4 2.0 44.6 54.1 1.4 

男性：40歳代 143 23.8 75.5 0.7 15.4 81.8 2.8 51.7 45.5 2.8 

男性：50歳代 113 25.7 71.7 2.7 26.5 73.5 - 53.1 46.9 - 

男性：60歳代 216 35.6 57.4 6.9 22.7 75.9 1.4 54.2 44.9 0.9 

男性：70歳以上 120 45.8 48.3 5.8 32.5 66.7 0.8 66.7 32.5 0.8 

女性：20歳代 93 25.8 72.0 2.2 35.5 63.4 1.1 46.2 53.8 - 

女性：30歳代 133 28.6 69.9 1.5 32.3 67.7 - 42.9 57.1 - 

女性：40歳代 174 32.2 63.8 4.0 31.0 68.4 0.6 47.7 51.7 0.6 

女性：50歳代 177 31.6 62.7 5.6 42.4 57.6 - 50.3 49.2 0.6 

女性：60歳代 223 32.7 60.5 6.7 35.9 63.2 0.9 51.6 48.0 0.4 

女性：70歳以上 135 44.4 51.1 4.4 48.9 45.2 5.9 60.0 35.6 4.4 

東部Ａ 128 23.4 71.9 4.7 27.3 71.1 1.6 46.1 53.1 0.8 

東部Ｂ（田主丸） 109 30.3 64.2 5.5 27.5 69.7 2.8 46.8 50.5 2.8 

北部Ａ 161 32.3 62.1 5.6 29.8 68.9 1.2 52.2 46.0 1.9 

北部Ｂ（北野） 118 34.7 61.0 4.2 28.8 69.5 1.7 52.5 46.6 0.8 

中央東部 223 31.8 65.5 2.7 33.2 66.4 0.4 52.0 47.5 0.4 

南東部 176 27.3 68.8 4.0 34.1 65.3 0.6 48.9 50.0 1.1 

中央部 236 40.3 56.8 3.0 36.0 62.3 1.7 55.9 43.2 0.8 

中央南部 298 30.9 63.4 5.7 32.2 66.4 1.3 52.3 47.0 0.7 

南西部 147 33.3 63.9 2.7 25.2 73.5 1.4 51.0 47.6 1.4 

西部Ａ（城島） 70 31.4 64.3 4.3 28.6 71.4 - 58.6 41.4 - 

西部Ｂ（三潴） 98 31.6 65.3 3.1 25.5 72.4 2.0 52.0 46.9 1.0 

（カッコ内は標本数）

性
別

（Ｂ）文化芸術活動 （Ｃ）運動やスポーツ活動　
標
本
数
（

票
）

（Ａ）生涯学習活動

全  体

性
別
×
年
齢
別

ブ
ロ

ッ
ク
別
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そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
そ
う
思
わ

な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

　
『

思

う
』

『

思

わ

な

い
』

100.0 13.0 37.7 31.7 16.8 0.7 50.7 48.5 

1,764)( 230)( 665)( 560)( 296)( 13)( 895)( 856)( 

男性 829 13.9 36.8 29.8 18.7 0.8 50.7 48.5 

女性 935 12.3 38.5 33.5 15.1 0.6 50.8 48.6 

男性：20歳代 89 10.1 39.3 22.5 28.1 - 49.4 50.6 

男性：30歳代 148 8.8 31.8 34.5 23.6 1.4 40.6 58.1 

男性：40歳代 143 10.5 32.9 37.8 18.2 0.7 43.4 56.0 

男性：50歳代 113 9.7 38.9 30.1 20.4 0.9 48.6 50.5 

男性：60歳代 216 16.7 39.8 29.2 13.4 0.9 56.5 42.6 

男性：70歳以上 120 25.8 38.3 20.8 14.2 0.8 64.1 35.0 

女性：20歳代 93 8.6 30.1 40.9 19.4 1.1 38.7 60.3 

女性：30歳代 133 6.8 39.8 37.6 15.8 - 46.6 53.4 

女性：40歳代 174 11.5 39.7 34.5 14.4 - 51.2 48.9 

女性：50歳代 177 11.3 38.4 35.0 15.3 - 49.7 50.3 

女性：60歳代 223 14.3 38.1 33.2 13.0 1.3 52.4 46.2 

女性：70歳以上 135 19.3 42.2 21.5 15.6 1.5 61.5 37.1 

東部Ａ 128 10.9 37.5 35.9 14.1 1.6 48.4 50.0 

東部Ｂ（田主丸） 109 18.3 42.2 26.6 11.9 0.9 60.5 38.5 

北部Ａ 161 16.8 38.5 28.6 15.5 0.6 55.3 44.1 

北部Ｂ（北野） 118 17.8 38.1 29.7 12.7 1.7 55.9 42.4 

中央東部 223 9.9 35.4 33.6 20.6 0.4 45.3 54.2 

南東部 176 14.8 33.0 35.8 15.9 0.6 47.8 51.7 

中央部 236 10.2 36.4 37.3 16.1 - 46.6 53.4 

中央南部 298 9.7 39.6 31.5 18.1 1.0 49.3 49.6 

南西部 147 16.3 35.4 23.8 24.5 - 51.7 48.3 

西部Ａ（城島） 70 15.7 41.4 24.3 15.7 2.9 57.1 40.0 

西部Ｂ（三潴） 98 12.2 42.9 32.7 12.2 - 55.1 44.9 

性
別
×
年
齢
別

ブ
ロ

ッ
ク
別

　
標
本
数
（

票
）

市民活動への参加意向　（％）

全  体

（カッコ内は標本数）

性
別

１－８ 市民活動への参加状況 

（１）市民活動への参加意向 

市民活動に参加したいと思う人は約５割。 

問７ あなたは、地域をよりよくするために、校区コミュニティ活動や自治会活動、ボランティア

活動などの市民活動に参加したいと思いますか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆属性別特徴 

【性別・年齢別】女性は年齢が上がるほど「そう思う」が高くなる傾向にある。男性は 60 歳代以上で、

「そう思う」が高い。 

【ブロック別】東部Ｂ、西部Ａでは『思う』が６割前後と他の地域より高い。 

 

 

  

『思う』 

50.7％ 『思わない』 

48.5％ 

そう思う

13.0%

どちらかと

いえば

そう思う

37.7%

どちらかと

いえばそう

思わない

31.7%

そう思わない

16.8%

無回答

0.7%

（N=1,764）
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週
に
１
回
以
上

月
に
２
～

３
回

程
度

月
に
１
回
程
度

年
に
数
回
程
度

年
に
１
回
程
度

ま
っ

た
く
参
加

し
て
い
な
い

無
回
答

『

月

に

　

１

回

以

上
』

100.0 1.6 3.9 6.1 23.4 12.9 51.4 0.7 11.6 

1,764)( 29)( 68)( 108)( 413)( 227)( 907)( 12)( 205)( 

男性 829 2.5 5.4 4.5 22.3 12.7 51.9 0.7 12.4 

女性 935 0.9 2.5 7.6 24.4 13.0 51.0 0.6 11.0 

男性：20歳代 89 3.4 2.2 3.4 10.1 7.9 73.0 - 9.0 

男性：30歳代 148 2.0 3.4 2.7 14.9 9.5 66.2 1.4 8.1 

男性：40歳代 143 2.1 2.8 2.8 20.3 14.7 56.6 0.7 7.7 

男性：50歳代 113 - 3.5 4.4 25.7 15.9 50.4 - 7.9 

男性：60歳代 216 1.4 7.4 5.1 29.2 14.4 41.7 0.9 13.9 

男性：70歳以上 120 7.5 11.7 8.3 27.5 11.7 32.5 0.8 27.5 

女性：20歳代 93 - - 2.2 5.4 7.5 83.9 1.1 2.2 

女性：30歳代 133 - 0.8 7.5 22.6 13.5 55.6 - 8.3 

女性：40歳代 174 - 1.1 6.9 28.7 16.1 47.1 - 8.0 

女性：50歳代 177 0.6 1.1 7.9 27.1 14.7 48.6 - 9.6 

女性：60歳代 223 1.8 2.7 9.4 30.5 9.9 45.3 0.4 13.9 

女性：70歳以上 135 2.2 8.9 8.9 20.0 15.6 41.5 3.0 20.0 

東部Ａ 128 0.8 6.3 3.9 26.6 9.4 52.3 0.8 11.0 

東部Ｂ（田主丸） 109 1.8 4.6 11.9 36.7 9.2 34.9 0.9 18.3 

北部Ａ 161 2.5 3.1 5.6 23.0 14.3 50.9 0.6 11.2 

北部Ｂ（北野） 118 2.5 5.1 7.6 33.9 14.4 35.6 0.8 15.2 

中央東部 223 1.8 4.9 6.7 13.9 12.6 60.1 - 13.4 

南東部 176 0.6 4.5 4.0 26.7 11.9 51.7 0.6 9.1 

中央部 236 1.7 2.5 5.1 16.9 10.2 63.1 0.4 9.3 

中央南部 298 3.0 1.3 4.0 14.8 18.5 56.7 1.7 8.3 

南西部 147 - 4.1 8.2 29.9 11.6 45.6 0.7 12.3 

西部Ａ（城島） 70 1.4 2.9 7.1 37.1 11.4 40.0 - 11.4 

西部Ｂ（三潴） 98 - 7.1 9.2 30.6 12.2 40.8 - 16.3 

市民活動への参加頻度　（％）

性
別
×
年
齢
別

ブ
ロ

ッ
ク
別

　
標
本
数
（

票
）

全  体
（カッコ内は標本数）

性
別

（２）市民活動への参加頻度 

この１年間で『月に１回以上』市民活動に参加した人は 11.6％。「まったく参加していない」人

は 51.4％。 

問８ あなたは、この１年くらいの間に、市民活動にどの程度参加しましたか。（あてはまる番号に

１つだけ○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
◆属性別特徴 

【性別・年齢別】男女とも年齢が上がるほど参加頻度も高くなる傾向にあり、特に 70 歳以上男性では

約３割が『月に１回以上』参加している。男女とも 20・30 歳代では「まったく参加していない」が

他の年齢層より高く、特に女性の 20 歳代は８割を超えている。 

【ブロック別】東部Ｂでは『月に１回以上』が他の地域よりやや高い。中央東部と中央部では「まっ

たく参加していない」が６割を超えて高い。 

 

 

 

 

  

『月に１回以上』 

11.6％ 

週に１回以上

1.6% 月に２～３回程度

3.9%

月に１回程度

6.1%

年に数回程度

23.4%

年に１回程度

12.9%

まったく参加

していない
51.4%

無回答

0.7%

（N=1,764）
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週に２日以上

29.0%

週に１日程度

15.5%

月に１～３日程度

11.1%

３か月に１～２日

程度
5.7%

年に１～３日程度

6.1%

まったく

行っていない
31.9%

無回答

0.7%

（N=1,764）

週
に
２
日
以
上

週
に
１
日
程
度

月
に
１
～

３
日

程
度

３
か
月
に
１
～

２
日
程
度

年
に
１
～

３
日

程
度

ま
っ

た
く
行
っ

て
い
な
い

無
回
答

『

週

に

　

１

日

以

上
』

100.0 29.0 15.5 11.1 5.7 6.1 31.9 0.7 44.5 

1,764)( 511)( 273)( 195)( 101)( 108)( 563)( 13)( 784)( 

男性 829 29.9 14.6 12.3 6.6 6.5 29.1 1.0 44.5 

女性 935 28.1 16.3 9.9 4.9 5.8 34.4 0.5 44.4 

男性：20歳代 89 19.1 24.7 10.1 10.1 3.4 32.6 - 43.8 

男性：30歳代 148 14.2 7.4 18.2 10.8 10.1 37.8 1.4 21.6 

男性：40歳代 143 23.1 23.8 6.3 6.3 9.1 31.5 - 46.9 

男性：50歳代 113 27.4 12.4 15.0 5.3 9.7 30.1 - 39.8 

男性：60歳代 216 34.7 13.4 13.4 5.1 4.6 26.4 2.3 48.1 

男性：70歳以上 120 59.2 9.2 9.2 3.3 1.7 16.7 0.8 68.4 

女性：20歳代 93 16.1 11.8 18.3 6.5 4.3 41.9 1.1 27.9 

女性：30歳代 133 12.0 16.5 15.0 10.5 9.0 36.8 - 28.5 

女性：40歳代 174 19.0 22.4 8.6 2.9 5.7 41.4 - 41.4 

女性：50歳代 177 24.9 17.5 9.0 6.2 5.6 36.2 0.6 42.4 

女性：60歳代 223 39.0 14.3 8.5 2.7 5.8 28.3 1.3 53.3 

女性：70歳以上 135 50.4 12.6 4.4 3.0 3.7 25.9 - 63.0 

東部Ａ 128 25.0 14.1 15.6 3.1 6.3 34.4 1.6 39.1 

東部Ｂ（田主丸） 109 23.9 10.1 12.8 4.6 4.6 42.2 1.8 34.0 

北部Ａ 161 24.2 18.0 12.4 6.2 9.3 28.6 1.2 42.2 

北部Ｂ（北野） 118 30.5 16.9 14.4 6.8 4.2 25.4 1.7 47.4 

中央東部 223 35.4 13.5 6.7 5.4 7.2 31.4 0.4 48.9 

南東部 176 34.1 13.6 8.5 4.5 6.8 31.8 0.6 47.7 

中央部 236 30.9 19.1 12.3 5.1 4.2 28.4 - 50.0 

中央南部 298 28.2 16.1 9.7 8.4 4.4 32.6 0.7 44.3 

南西部 147 24.5 14.3 12.2 3.4 10.2 34.7 0.7 38.8 

西部Ａ（城島） 70 28.6 14.3 12.9 7.1 2.9 34.3 - 42.9 

西部Ｂ（三潴） 98 26.5 17.3 9.2 7.1 7.1 32.7 - 43.8 

全  体
（カッコ内は標本数）

性
別

運動の頻度　（％）

性
別
×
年
齢
別

ブ
ロ

ッ
ク
別

　
標
本
数
（

票
）

１－９ 健康づくりのための運動 

『週に１日以上』運動をしている人は 44.5％。 

問９ あなたは、どれくらいの頻度で、健康づくりのために体を動かしたり、運動をしたりしてい

ますか（１日 30 分以上）。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆属性別特徴 

【性別】女性は「まったく行っていない」が 34.4％で、男性より 5.3 ポイント高い。 

【性別・年齢別】女性は年齢が上がるほど運動の頻度が高くなる傾向にあり、男女とも 70 歳以上では

『週に１日以上』が６割を超えている。 

【ブロック別】北部Ｂ、中央東部、南東部、中央部で『週に 1 日以上』が約５割と高く、「週に２日以

上」でも３割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

『週に１日以上』 

44.5％ 
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       ■子どもの状況別「住みやすさ」経年比較

85.2 84.5 88.0 85.8
81.683.5 84.0 78.1 85.1 81.3

86.8 91.7 87.5 86.9 81.8

0

20

40

60

80

100
(%)

平成26年 平成27年 平成28年

考 察 ― 行政施策 ― 

●すべての市民が愛着を持てる都市・久留米へ 

「久留米市に愛着がありますか」という設問に対する、過去３年の経年比較をみると『愛着

がある』の回答割合は、77.1％（平成 26 年）→77.0％（平成 27 年）→77.4％（平成 28 年）→

と、77％台で横ばいに推移している。本市の特徴は、「どちらでもない」の回答が多いところで

ある。15.6％（平成 26 年）→17.1％（平成 27 年）→15.7％（平成 28 年）→と 16％を前後する

動きを見せている。 

「どちらでもない」の回答を、性年代別にみると、30 歳代女性が 21.8％と 2 割を超えている。

30 歳代女性の特徴を詳細にみると、「どちらかといえば愛着がある」が多く、「愛着がない」が

少ない。久留米市のことや地域について、あまり深く考える機会がない層が含まれる可能性が

ある。一方、子どもの有無別に「どちらでもない」をみると、「世帯の中に小学生がいる」「世

帯の中に中学生がいる」層では『愛着がある』は 80％を超え、「どちらでもない」の回答割合

は低い。小学生や中学生がいる層には、30 歳代女性が多く含まれると考えられるにも拘らずで

ある。このことから、子どもを持たない 30 歳代女性に、「どちらでもない」と回答した人の割

合が多いのではないかという推測が成り立つ。子どもの日常生活を通じて、久留米のことを考

える機会が多いと考えられる。 

久留米市は、子育てしやすい都市を目指しており、調査の結果より、それを実現していると

考えられる。しかし、現代においては、「子どもを持たない人生の選択」をする人も増えてきて

いる。そういった人たちにとって「子育て優先の雰囲気や施策優先」は、少々居心地の悪さを

感じさせる可能性もある。今後は、30 歳代を含む若い年代で、子どもを持たない人にも、久留

米市により強い愛着を持ってもらうためには、「子育てしやすさ」に加え、「働きやすさ」「自分

らしいライフスタイルの実現しやすさ」などの視点からも、都市像の実現を考えていく必要が

あるのではないかと考える。 

 

●子育て世代が「住みやすさ」をますます実感できる都市へ 

「久留米市は住みやすいと思いますか」という設問に対する、過去３年の経年比較をみると

『住みやすい』の回答割合は 82.5％（平成 26 年）

→82.2％（平成 27 年）→83.3％（平成 28 年）と、

安定の高さで推移していることが確認できた。 

子育て世代に住みやすい都市を目指す久留米市

にとって、同居家族別に見た時に、就学前、小学

生、中学生のいる世帯で、確実に「住みやすさ」

のポイントをあげていることは、施策の成果の表

れとして評価ができる。 

特に、今年度は、「小学生がいる」世帯において、

「住みやすい」という積極的な回答が 51.3％と５

割を超え、『住みにくい』を 2.1％という低さで抑

えた。 
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4.25

4.29

4.40

4.32

4.30

4.23

3.0

3.5

4.0

4.5
【全 体】

就学前の

子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

それ以外の

18歳未満の
子どもがいる

18歳未満の

子どもはいない

平成28年 平成27年 平成26年

平

成
26
年

平

成
27
年

平

成
28
年

4.13 4.22 4.25

 就学前の子どもがいる 4.18 4.22 4.29

小学生がいる 4.16 4.30 4.40

中学生がいる 4.19 4.08 4.32

 上記以外の18歳未満の子どもがいる 4.18 4.25 4.30

 18歳未満の子どもはいない 4.13 4.21 4.23

全  体

子

ど
も
の
状

況
別

買い物や飲食など日常生活に便利

緑や自然が多い

医療や福祉が充実している

通勤・通学に便利

新鮮な農産物やおいしい食べ物が多い

治安がよい

住んでいる人が親切である

子育て環境がよい

地域の祭りやイベントが活発

■住みやすい理由経年比較（上位９項目）

48.3

43.1

42.7

30.6

26.7

15.7

15.0

8.2

5.9

5.7

48.0

43.6

44.3

32.3

24.6

16.6

15.1

6.7

4.0

46.1

50.0

41.8

31.6

28.3

16.4

14.2

7.4

7.3

0 30 60(%)

平成28年(n=1,470)

平成27年(n=1,426)

平成26年(n=1,411)

【回答は３つまで】

「小学生がいる」世帯での「住みやすさ」感の高まりは、子どもの状況別の平均評定値を用

いての経年比較で、より正確に確認できる。 

  

 

 

若い親子世帯は、子どもの小学校入学を契機として、家の新たな購入や、より教育環境の整っ

た地域に転居したりすることが多いと言われている。その点で、「小学生がいる」世帯に高い評

価を得ていることは、大きなアピールポイントである。定住促進策のプロモーションにおいて

も、単に「子育てしやすい都市」と言うだけでなく、「小学生を持つ世帯の９割以上が住みやす

さを実感する都市」といった戦略的なメッセージで情報発信を行うことも検討すべきだろう。 

 

●「住みにくさ」を感じている人たちの声に、耳を傾ける都市 

８割以上の市民が「住みやすい理

由」の上位は、この数年間ほとんど

変化はみられない。 

本調査は、調査票配布の段階で、

校区ごとに居住数を考慮した標本数

を割り当て依頼・回収している。人

口密度が低い地域では、１校区に 10

標本という少数配布の地区もあるこ

とから、たまたま抽出された市民の

居住環境の影響を受けやすく、年度

によって交通の便など生活の利便性

などに大きな開きが出ることが理論

的に予測可能である。 

しかしながら、「住みやすい理由」

の上位は安定している。多少の地域

■子どもの状況別「住みやすさ」平均評定値経年比較 

５つの選択肢を次のように得点化した（無回答

は得点計算の対象外）。 

住みやすい ....................... ５点 

どちらかといえば住みやすい ４点 

どちらでもない .................... ３点 

どちらかといえば住みにくい .. ２点 

住みにくい......................... １点 
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買い物や飲食など日常生活に不便

治安がよくない

地域の企業が元気がなく活気がない

通勤・通学に不便

住んでいる人が親切ではない

雇用環境が整っていない

教育環境がよくない

医療や福祉が不十分である

■住みにくい理由経年比較（上位９項目）

文化・芸術に身近にふれる機会や

場が少ない

31.1

31.1

25.6

24.4

23.3

22.2

11.1

10.0

10.0

6.7

40.0

21.8

29.1

31.8

13.6

22.7

10.0

10.0

11.8

27.6

32.5

23.6

33.3

19.5

26.0

8.1

9.8

7.3

0 25 50(%)

平成28年(n=90)

平成27年(n=110)

平成26年(n=123)

【回答は３つまで】

■子どもの状況別「住みにくい理由」抜粋 （％）

合
　
計

治
安
が
よ
く

な
い

住
ん
で
い
る

人
が
親
切
で

は
な
い

90 28 21

100.0 31.1 23.3

 就学前の子どもがいる 13 46.2 30.8

小学生がいる 5 40.0 40.0

中学生がいる 5 60.0 40.0

 上記以外の18歳未満の
 子どもがいる

6 33.3 16.7

子

ど

も

の

状

況

別

全  体

差はあるが、この上位は、揺るがない評価と言ってもよいだろう。 

一方、「住みにくい理由」には、年度

によって差異がみられる。 

「買い物や飲食など日常生活に不便」

は、前年度に引き続き最も多い「住み

にくい理由」だが、そのポイントは約

９ポイント下がっている。 

その要因としては、今年度の調査対

象が、交通利便性の高いところに居住

する人に割り当てられた可能性に起因

することも考えられる。そうであれば、

「通学・通勤に不便」のポイントも大

きく下がった事の説明も可能だ。 

今回の調査では、居住場所や交通の

利便性に無関係と思われる 1 位「治安

がよくない」と、５位「住んでいる人

が親切ではない」が特徴的である。毎年上位にくる「地域の企業が元気なく活気がない」や「雇

用環境が整っていない」等の、就業環境や地域経済に関する項目をあげる人の割合は、横ばい

から減少傾向に転じているが、「治安がよくない」「住んでいる人が親切ではない」は、前年度

から約 10 ポイントの伸びを示した。 

久留米市は、どこに行くにも便利で、子育て環境も良く「住みやすい」都市だが、「住みにく

い」と感じている人は、５％以上は存在する。単純計算だが、人口 30 万人中、１万５千人であ

る。これは、決して少なくはない人数である。 

「住んでいる人が親切ではない」と感じている人は、どのような層なのだろうか。絶対数が

少ないので、傾向でしか把握できないが、年齢別にみ

ると 20 歳代から 40 歳代の若い年代で多い。また、同

居家族別にみると、就学前、小学生、中学生がいる世

帯で比較的多く確認できる。 

「子育て家庭の孤立」が起こっている可能性もある。

このような少数の声は、市政にはなかなか届かない。

地域単位の共助による支援が大切であると考える。 

本調査では、「人権に対する感覚を高めたいと思うか」

についての質問も行った。その結果、『思う』は 59.1％

であった。「人の親切」の根本には、「人権の尊重」がある。この 59.1％は、比較的高い数字か

もしれないが、人権に関する更なる啓発活動が求められる数値であるとも言える。 

また、「市民活動への参加意向」に関しては、『思う』は 50.7％であった。共助の、形ある行

動の１つが「市民活動」と言える。人権意識を高め、その意識に基づく共助活動、つまり市民

活動を行える環境づくりが、今後も、益々重要になってくる。すべての市民が、人の親切を感

じられる都市となってほしいものである。             （分析者 山下永子） 
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